
 

 

 

 

今年度も残り 4 ヶ月。11 月には宿泊行事等も無事に実施され、生徒の皆さんは並木での経験値を着々

と重ねています。前期生の皆さんは、この時期に並木の特長である「先取り学習」と「じっくり学習」を

上手に組み合わせて力をつけていきましょう。4 年次生は文理選択、5年次生も科目選択＆受験 0学期、

大学志望者の 6 年次生は入試の時期です。進路情報をしっかり確認し、選択していきましょう。 

 

 

 

並木生の９割近くが志望する国公立大学の一般入試の

場合、国際教養大等の一部の独自日程の大学を除くと「前

期日程」「後期日程」「中期日程」の組み合わせで最大３

校の受験が可能です。前期日程で合格し、入学手続きを取

ると、他の中・後期日程を受験していても合格対象にはな

らないため、第１志望校は前期日程で受験することが一

般的です。後期日程については、定員が少なく志願倍率が

高くなる傾向にありますが、実際は前期日程合格者が受

験しないので、合格のチャンスは決して小さくはありま

せん。前期日程から後期日程の間は２週間以上もあり、弱

点分野の克服等も可能です。あきらめずに受験すること

が合格のカギです。 

私立大学については２月以降に出願できたり、地方入

試（学外試験）や方式別入試があったりと、様々な入試の

スタイルがあります。情報収集をこまめに行うことが希

望進路実現につながります。 

大学進学には経済的な負担も伴います。受験料以外に交通

費・宿泊費等もかかり、合格が決まれば入学金や授業料、場

合によっては下宿費用、私立大では一時金などの支払いにつ

いても考えなければなりません。「どんな大学を何校受験す

るのか」といった受験計画については、6年次の 12月中に

はご家庭でも十分話し合っておく必要があります。 

右表は共通テストの日程です。学力をつけて臨むことはも

ちろんですが、当日の過ごし方等の戦略も大切です。1科目

ずつ気持ちを切り替えながら最大限に力を発揮して下さい。

なお、得点は 4 月以降に開示されます。「自己採点」の結果

で出願先を決めることになりますので、日頃から正確に自己

採点しましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

並木中等進路だより 
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2024年度大学入試スケジュール（11回生） 

先輩からのメッセージ ～健康管理は隠れた入試科目～ 

 ◆試験中の最大の敵は睡眠不足、寝坊だった。◆風邪をひいて体調が悪かった。寒さ対策を。 

 ◆時々気分転換をするのもおすすめ。軽いストレッチなどがきく。 

◆早寝早起きなど生活リズムを作るのは大事。朝から脳がしっかり動くようにしよう。 

 ◆勉強せざるをえない環境で黙々と集中して取り組む時と、帰りがけに友達と話す時のメリハリも必要。 



 

 

公共の場ですので、誰もが気持ちよく利用できるようにマナーを守ることはもちろん、感染症予防についても注意事項

を守りましょう（マスク、換気、手指と使用場所の消毒）。また、自習室でも校内で利用禁止の機器（携帯電話等）は使

用しないこと。利用可能日時については、変更することもあります。 

☆ブライトホール（後期生） 

休日の利用（９～17 時）は、警備員さんに必ず身分証明証を見せてから入館して下さい。その際、名前を伝えな

がら提示しましょう。もちろん挨拶も忘れずに。館内は飲食・私語禁止。（ＴＯ
ティーオー

ルームでの教えあいは可。休日の昼

食は和室でとれます）学校の中には入ることはできません。安全確保のため、利用簿に必ず記入してください。 

平日の利用は原則として 4、5 年次 19 時まで、6 年次 20 時までです。鍵は 6 年次や学習進路部、管理職の先

生方等がしめてくれますが、最後に利用する場合は窓の施錠、ストープ・電気の消灯にご協力ください。 

☆図書室  昼休み（月～金）16～17 時（月火木金）利用可。休日は閉館。入口に新刊案内がありますので、興味のあ

る本は積極的に借りましょう。 

☆進路室  平日 19 時まで利用可。自習する場合は利用簿に記入、赤本等を借りる場合は貸出簿に記入し、1 週間以内

に返却して下さい。休日は閉館。最新年度本は 12 月まで閲覧のみ可、1 月以降は貸し出します。進路室前の

チラシ等は自由に持ち帰ることができます。進路室前の掲示板には大学情報（オープンキャンパス等）を載せ

ていますので、ご利用下さい。コピー機も設置されており、１枚 10 円で利用できます。 

 

 

この冬休みは、夏休み以上にしっかり勉強して過ごすはずです。この時期の受験生は必ず「やる」からです。一方で受

験生にとっては、不安と戦いながら過ごしたのですから、「もっとできたのに」「間に合うかな」と自分の頑張りに満点

を出せる人もいないでしょう。全国の受験生がそう思っています。ここまで来ると、戦う相手は他者ではなく、自分自身

です。以前の自分と今の自分を比較し、自分ができる限界までやれているのは成長している証拠です。共通テストは通過

点ですが、だからこそしっかりと得点をとりきりましょう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

☆直前の追い込み期は、最後の最後まで伸び続ける。強気でいこう！ 

☆地道にやるべきことを戦略としてやり続けよう。継続は力なり。 

☆難しい問題ができなければ合格できないと思うのは間違い。基礎問題を確実にとれることが大切。 

☆理科や社会は追い込みが勝負！間違った問題を解き直して一つ一つできるようにしていくこと。 

☆自己採点日は必ず登校すべし。できたのかできないのかは自分で判断しない。まずは登校せよ！ 

自習室等の利用について 

11回生へ 並木生の合い言葉 「共通テストは通過点。 だからこそとりにいこう」 

 

【学習面】試験直前までできることを増やす 

□模試等で曖昧だった問題を「解答解説」で確認しておく。 

□共通テストの出題形式に模試や問題集で慣れておく。 

□時間配分の感覚（見直しまで）を身につけておく。 

□地歴公民、理科の受験する順番を決めておく。「第一解答科目」

と「高得点科目」のどちらを合否判定に利用するかは大学によっ

て異なることがあるので要注意。大学の募集要項で確認。 

□自己採点が毎回正確にできるように練習しておく。 

□１科目につき、２問ずつは確実に解ける勉強をする。１問は２～

４点ある。試験直前まで得点力をあげる。 

□絶対に落とさない科目・分野は得点を伸ばして勝負する。 

□苦手な科目も諦めずにできることを増やす。 

【生活面】生活リズムの安定 

□共通テスト開始は 9:30 から。夜 12 時ま

でには就寝。朝型へ生活習慣を切り替える。 

□いつも通りの学習スタイル。学校の授業で

もいつも通り生活する。友達との何気ない

会話も不安軽減に役立つ。睡眠不足に注意。

適度な運動には3分間の全力ラジオ体操が

おすすめ。 

□普段と違う食べ物・飲み物には注意。いつ

も通りの食事をする。 

共通テスト直前５か条！ 



 



 

 

★受験人口減＆入学定員増 大学志願者数は減少、合格者数増で競争緩和がすすみ、国公立大も入口が広

がる（18 歳人口は減少、既卒生も減少。入学者数を維持するため、合格者数は増加の見込）          

★受験生の動向 難関大志望者の志望はぶれない。私立大では併願校数を絞り込む動き。難関資格系統の

人気は高い。ただし入学はゴールではなく資格取得はハードなので安易に選択しない。４年先を考えた、学

び続けられる大学選びを。                                    

★共通テスト平均点 当面安定しない可能性あり、自己採点結果に慌てないこと。          

★大学を選べる環境だからこそ気をつけたいこと                                

①挑戦を恐れない  ②早々に諦めない（合格率は年々上昇中）                  

③受験教科は安易に絞らない（選択肢が広いと可能性が広がる）                                 

④応援される受験生であれ！（勉強できること、周囲の協力への感謝を持つのも受験勉強の一つ。誠実に！） 

                          （『勉強が面白くなる瞬間』パク・ソンヒョクより） 

 習慣１「背筋を伸ばして座る」                               

ある医学部の研究で姿勢が悪いと勉強ができないと科学的に証明されたそうですが、悪い姿

勢で座っている人の血液には疲労物質が大量に分泌されていることや脳への酸素供給も減る

ことがわかっています。姿勢がいい人ほど長く勉強していられるのはよく見る光景です。                            

習慣２「ながら勉強をやめる」                              

いわゆる注意散漫になり、ミスを見逃して問題から学ぶことが難しい状態になるという弊

害が指摘されています。勉強と正面から向き合う面白さも半減します。 

習慣３「ノートは見た目より中身」                            

丁寧「すぎる」ノートはノート作りが目的になり、適当「すぎる」ノートは見返しても得

るものがありません。例えば授業は聞いた内容を自分のものにする過程が大事で、授業を

再現できるようなまとめ方がベスト。中身のつまったノート作りを心がけましょう。 

習慣４「ＶＩＰ席をキープする」                             

ライブ会場を思い浮かべればすぐにイメージできます。授業であれば黒板や先生の表情が

よく見え、よく聞こえ、周りの反応も感じられる前方真ん中あたりですし、自学場所であ

れば、適度に緊張感のある場所が緩んだ心をひきしめてくれるはずです。 

習慣５「風邪をひかない体を作る」                            

この大事さは言わずもがなです。たんぱく質とビタミン、水分、睡眠、前向きな気持ちを

もつことを意識しましょう。 

習慣６「休み時間を使ってエネルギーを蓄える」                      

休み時間はあくまでも充電時間です。勉強を妨げる遊び時間にならぬよう。 

習慣７「机やカバンの状態に気をつける」                         

身の回りの整理整頓は頭の状態の整理ともつながります。必要なものをあるべき場所に置

き、必要ないものを片付けること、気が散るものは勉強する場所におかないことです。                               

勉強の意欲をうむ７つの習慣  冬休み前にお試しあれ！ 

2024年度大学入試（現 6年次生）はこうなる！ 


